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市内の公園を美しく

:#JRCが無料奉仕

高
萩
高
等
学
校
の
Ｊ
・
Ｒ
・
Ｃ

（
青
小
年
赤
十
字
団
）
で
は
、

「
公
園
を
き
れ
い
に
し
て
、
子

ど
も
た
ち
に
気
持
よ
く
遊
ん
で

も
ら
お
う
ｌ
」
と
約
五
十
余
人

の
会
員
た
ち
は
自
発
的
に
市
内

四
ケ
所
の
中
央
児
童
公
園
、
春

日
児
童
公
園
、
山
王
児
童
公
園

松
岡
児
童
公
園
の
清
掃
を
始
め

ま
し
た
。

今
全
国
的
に
「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
と
か
「
美
化
運
動
」
が

進
め
ら
れ
て
い
る
折
か
ら
た
い

へ
ん
気
持
よ
い
話
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
と
か
く
ひ
と
さ
か

せ
に
な
り
が
ち
な
環
境
の
轄
備

浄
化
に
つ
い
て
、
そ
の
自
主
的

な
熱
意
に
よ
っ
て
街
を
き
れ
い

に
し
て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

勢

間電車開通I
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☆ 寺
尽穆了

高萩＝平
マア
誤ハさ

高
萩
Ⅱ
平
間
の
電
化
が
完
成
し
さ
る
六
月
一
日
か

ら
電
車
開
通
が
実
現
し
ま
し
た
。

常
磐
線
電
化
は
三
十
二
年
十
二
月
に
起
工
式
を
挙

げ
、
最
初
は
取
手
Ｉ
勝
田
間
が
三
十
六
年
六
月
に
完

成
、
次
い
で
昨
年
十
月
に
高
萩
ま
で
完
成
し
、
さ
ら

に
こ
ん
ど
六
月
一
日
か
ら
平
ま
で
開
通
の
運
び
に
な

っ
た
も
の
で
起
工
式
を
挙
げ
て
か
ら
実
に
五
年
八
ケ

月
ぶ
り
に
常
磐
線
電
化
も
完
成
し
ま
し
た
。

電
化
開
通
に
と
も
な
い
六
月
一
日
か
ら
常
磐
線
ダ

イ
ヤ
も
大
巾
に
改
正
さ
れ
高
萩
Ｉ
上
野
間
に
は
交
直

両
用
電
車
が
十
八
本
も
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

車
両
な
ど
の
関
係
で
全
部
の
電
車
化
は
ま
だ
困
難

の
よ
う
で
す
が
常
磐
線
か
ら
け
む
り
の
消
え
る
の
も

そ
う
遠
い
こ
と
で
は
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

✩
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(2）市報た は ぎか昭和弱年6月5日発行

四
月
二
十
七
日
市
役
所
大
会

議
室
に
お
い
て
納
税
貯
蓄
組
合

長
大
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

日
ご
ろ
納
税
の
た
め
に
お
骨

お
り
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
組

合
長
さ
ん
の
労
苦
を
ね
ぎ
ら
う

と
共
に
、
洲
納
の
な
い
明
る
い

高
萩
市
建
設
の
た
め
に
毎
年
行

な
わ
れ
る
こ
の
大
会
に
は
早
く

か
ら
組
合
長
さ
ん
を
始
め
、
来

賓
、
市
当
局
関
係
者
な
ど
会
場

い
つ
ぱ
い
に
多
数
の
方
だ
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に

昭和37年度市税収入状況調（3月末現在単位千円）

納
税
組
合
長
大
会
開
く
〆

反入額｜未収入額｜収入歩合調定額

23178
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95

90
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93‘4
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30．9

89．9
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市 民 税

固定資産税

軽自動車税

たばこ消費税

電気ガス税

鉱 産 税

木材引取税

都市計画税

滞納繰越分

計

国民健康保険税

十
五
組
合
、
個
人
五
名
を
表
彰

優
秀
な
組
合
十
五
に
表
彰
状
か

送
ら
れ
、
納
税
功
労
者
と
し
て

五
名
の
方
に
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状

が
送
ら
れ
宣
し
た
。

こ
の
納
税
貯
蓄
組
合
法
が
で

き
ま
し
て
十
二
年
、
市
発
足
当

時
は
わ
ず
か
六
三
の
組
合
を
数

え
る
だ
け
で
し
た
が
今
は
一
七

○
の
組
合
、
会
員
三
千
人
を
数

え
る
ほ
ど
大
き
く
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
大
き
く
な
り

年
々
滞
納
が
少
な
り
ま
し
た

こ
と
は
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
た

ゆ
ま
ざ
る
ご
協
力
あ
れ
ば
こ
そ’’

、
表
彰
納
税
貯
蓄
組
合

高
砂
町
納
税
貯
蓄
組
合

秋
山
下
西
二
〃

北
町
三
西
〃

南
町
一
〃

安
良
川
九
西
〃

安
良
川
十
三
〃

島
名
五
〃

和
野
〃

秋
山
中
東
〃

秋
山
中
河
内
〃

と
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す

今
後
と
も

組
合
員
の
ぷ

な
さ
ん
は
も

ち
ろ
ん
、
市

民
の
承
な
さ

ん
の
ご
協
力

を
切
に
お
願

い
い
た
し
、

住
よ
い
り
つ

ぱ
な
高
萩
市

を
作
っ
て
行

こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か

▽
払
込
書
を
必
ら
ず
お
使
い
下

さ
い

徴
税
令
書
に
添
付
し
て
送
っ

て
あ
り
ま
す
払
込
書
（
黄
色
）

の
使
用
害
に
つ
い
て
は
大
体
励

行
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ

､

li
II一

一
一
一

II

y ll

l1
11の

お
願
い

一
部
で
使
用
さ
れ
な
い
方
も
あ

り
ま
す
の
で
必
ず
使
用
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
年
一
回
は
必
ら
ず
組
合
総
会

を
″

日
掛
、
月
掛
等
の
方
法
に
よ

二
本
杉
〃

赤
浜
〃

赤
浜
上
〃

堀
ノ
内
〃

大
金
田
〃

＠
表
彰
納
税
功
労
者

旭
町
石

肥
前
山
四
坂
本

行
人
塚
二
井
坂

北
城
東
今
川

久
川
豊
田

女
太
郎

二
郎

辰
夫香

徳
夫

に
一
リ
ッ
ト
ル
か
ら
一
、
八
リ

ッ
ト
ル
ぐ
ら
い
を
同
じ
く
月
三

回
ま
い
て
く
だ
さ
い
、
薬
は
じ

ょ
う
ろ
で
全
体
に
ま
ん
べ
ん
な

く
静
か
に
ま
く
こ
と
が
た
い
せ

ｌ
り
貯
蓄
し
て
納
付
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
か
各
個
人
別

に
預
金
口
座
を
設
け
掛
金
の
励

行
を
お
願
い
し
ま
す
。

総
会
に
つ
い
て
も
年
一
回
必

剤
）
を
ま
く
と
効
果

薬
に
は
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
次
の

よ
う
な
も
の
の
入
っ

た
薬
を
お
使
い
く
だ

さ
い
。

▽
Ｄ
Ｄ
Ｖ
Ｐ
、
▽
ナ

ン
『
－
１
ル
、
▽
ダ
イ

ヤ
ジ
ノ
ン
、
▽
マ
ラ

ソ
ン
、
▽
リ
ン
デ
ン

マ
Ｄ
Ｄ
Ｔ
、
▽
ク
ロ

ー
ル
デ
ン

ご
み
捨
場
や
ご
み

箱
の
中
、
た
い
ひ
や

家
畜
小
屋
に
は
二
百

倍
か
ら
三
百
に
う
す

め
、
三
、
三
平
方
メ

ー
ト
ル
あ
た
り
五
、

四
リ
ッ
ト
ル
を
月
に

三
回
ぐ
ら
い
ま
い
て

く
だ
さ
い
。

便
所
に
は
、
四
百

倍
に
う
す
め
、
一
回

暖
か
く
な
る
に
つ
れ
て
ハ
エ

が
う
る
さ
く
な
っ
て
き
ま
す
。

ハ
エ
は
こ
み
捨
場
や
牛
、
馬

豚
、
鶏
小
屋
や
便
所
な
ど
か
ら

発
生
し
ま
す
か
ら
、
こ
う
い
う

場
所
に
水
で
う
す
め
た
薬
（
乳

剤
）
を
ま
く
と
効
果
的
で
す
。発生する所へまん

。力 ・ゴキブリ の_工一ノ、
つ
で
、
調
合
し
た
薬
は
ず
ぐ
お

使
い
く
だ
ざ
い
。

力
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
は

ポ
ー
フ
ラ
の
住
む
よ
う
な
と
こ

ろ
に
、
四
百
倍
か
ら
五
百
倍
に

う
す
め
た
も
の
を
三
、
三
平
方

メ
「
戸
ト
ル
あ
た
り
○
、
ニ
リ
ッ

，
，
１
（
ト
ル
ぐ
ら
い
を
月
二
回

、
一
か
三
回
ま
い
て
く
だ
さ

》
』
へ
い
○

ず
開

事
項

員
改

△
常

加
入

た
ら

誘
い

う
に
注
意
が
か
ん
じ
ん
で
す
。

金
魚
や
小
鳥
な
ど
を
飼
っ
て

い
る
方
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

い
て

の
伝

選
等

会
内

さ
れ

是
非

下
さ

；
コ
キ
ブ
リ
（
油
虫
）

の
で
て
く
る
ご
家
庭
で

に
、
原
液
の
ま
ま
三
倍

ぐ
ら
い
に
う
す
め
て
、

最
初
は
月
二
回
、
次
か

ら
は
月
一
回
、
↑
コ
キ
プ

リ
の
通
路
へ
ブ
ラ
シ
で

十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
巾

に
塗
っ
て
く
だ
さ
い
。

乳
剤
だ
け
で
な
く
油

剤
も
あ
り
ま
す
フ
マ
キ

ラ
ー
と
か
ア
ー
ス
な
ど

が
そ
う
で
す
、
ダ
ン
ス

の
う
ら
と
か
壁
に
ふ
ん

む
機
で
撒
布
し
て
く
だ

さ
い
。
薬
を
ま
く
と
き

は
、
食
今
へ
物
や
こ
ど
も

の
お
も
ち
ゃ
、
家
畜
の

う
え
に
か
か
ら
な
い
よ

市
役
所
よ
り
の
連
絡

達
、
会
計
報
告
、
役

を
行
っ
て
下
さ
い
・

に
ま
だ
納
税
組
合
に

な
い
方
が
あ
り
ま
し

加
入
さ
れ
る
よ
う
お

い
。
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(3） 市報 た ぎはか 昭和調年6月5日発行

詮
な
さ
ん
の
う
ち
に
は
、
役

所
の
仕
事
、
た
と
え
ば
各
種
年

金
、
恩
給
、
扶
助
料
、
災
害
移

転
補
償
、
税
金
、
登
記
、
社
会

保
険
、
自
動
車
事
故
、
農
地
、

環
境
衛
生
な
ど
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
と
苦
情
や
不
満
を
お
持
ち

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

行
政
管
理
庁
で
は
行
政
民
主

化
の
た
め
「
秘
密
厳
守
」
「
無

料
」
で
こ
れ
ら
の
苦
情
相
談
を

』蕊

6
まん'勘ｱｯｸ地i
f!FI』 〃『ゞ”"Lj ←‘雲ミミ』蕊

役
所
に
対
す
る
不
平
不
満
は

診こそ大事
を守る述鋤－61121 1 ？月21 1

|ド
｜ー

額ヅ〔

鐵計/i

Ｉ
ｊ
Ｉ
ｊ
Ｊ

訪
奇
力

刎
Ｊ
拒
峠
馬
い

，
Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｉ
八

蹄
誕
塞
龍
の
神
代
虎
五
郎
さ
ん
へ

封

叫
ノ
イ
Ⅲ
Ⅱ

１
ｒ

口
－
１ 受

付
け
、
み
な
さ
ん
に
納
得
の

ゆ
く
よ
う
、
あ
っ
せ
ん
解
決
に

努
力
し
ま
す
。

当
市
で
は
上
手
綱
杉
岡
の
神

代
虎
五
郎
さ
ん
が
、
大
臣
の
委

嘱
を
受
け
て
、
協
力
委
員
の
仕

事
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

協
力
委
員
は
す
べ
て
「
行
政

苦
情
相
談
協
力
委
員
」
と
い
う

標
札
を
、
自
宅
の
見
や
す
い
と

こ
ろ
に
表
示
し
て
い
ま
す
か
ら

だ
れ
で
も
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
行
政
に
つ

い
て
苦
情
が
お
あ
り
の
方
は
、

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
神
代
委

員
さ
ん
に
ご
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
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精神衛生巡回相談のお知らせ

茨城県精神衛生相談では、 6月から巡回相談

診察日を開設相談、診察とも、一切無料で ！
行ないますからご利用下さい。

場所 高萩保健所

｜雁日 毎月才3火曜日

時間 前10．30～後3．00
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蕊
」

福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方

は
毎
年
六
月
に
前
年
分
の
所
得

の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

「
福
祉
年
金
所
得
状
況
届
」
を

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
本
年
も
例
年
通
り
、

昭
和
三
十
七
年
分
の
所
得
状
況

届
を
次
の
ょ
な
要
領
に
よ
り
受

付
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
忘
れ

な
く
提
出
し
て
下
さ
い
。
も
し

こ
の
届
を
提
出
し
ま
せ
ん
と
、

九
月
期
か
ら
の
年
金
が
受
け
ら

{雨亨豆 七
六
・
四
％
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
将
来
の
生
活
保
障
で
あ
り

ま
す
国
民
年
金
も
保
険
料
を
納

め
な
い
と
、
将
来
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
ば
か

り
で
な
く
国
税
徴
収
の
例
に
よ

っ
て
滞
納
処
分
が
な
さ
れ
ま
す

か
ら
ご
注
意
下
さ
い
。

国
民
年
金
制
度
に
は
、
収
入

国
民
年
金
伽
度
発
足
か
ら
三

年
目
を
迎
え
、
そ
の
後
順
調
な

歩
承
を
し
て
き
ま
し
た
こ
と
は

一
つ
に
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
あ
る
ご
協
力
の
た
ま

も
の
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

わ
が
市
の
昭
和
三
十
七
年
度

矛
四
期
保
険
料
の
検
認
率
は
、

I「
福
祉
年
金
所
得
状
況
届
』

は
お
早
く

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
提
出
し
て
下
さ
い
。

◎
提
出
期
日
三
十
八
年
六
月

一
日
か
ら
六
月
二
十
日
ま
で

◎
市
役
所
国
民
年
金
係
へ
ど
う

ぞ提
出
の
時
は
国
民
年
金
証
書

と
印
鑑
（
年
金
受
給
に
使
用
し

て
い
る
も
の
）
を
ご
持
参
下
さ

い
。
用
紙
は
国
民
年
金
係
の
窓

口
に
あ
り
ま
す
。
な
お
前
年
度

支
給
停
止
に
な
っ
て
い
る
方
も

合
せ
て
提
出
願
い
ま
す
、

除
の
申
請
を
す
る
か
ど
ち
ら
か

一
つ
の
道
を
選
ば
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

ふ
な
さ
ん
の
ご
参
考
ま
で
に

免
除
の
基
準
の
概
略
を
ご
説
明

い
た
し
ま
す
。

◇
二
人
世
帯
で
前
年
の
所
得
が

九
万
円
以
下
の
方

◇
三
人
世
帯
の
場
合
は
十
一
万

が
少
い
等
で
保
険
料
の
納
入
が

た
い
へ
ん
お
困
り
の
方
左
の
た

め
に
、
国
民
年
金
保
険
料
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
い
ま
市
の
国
民
年
金
係

で
は
こ
の
制
度
を
ご
利
用
さ
れ

る
方
有
の
た
め
に
免
除
の
申
請

を
受
付
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

保
険
料
は
完
納
す
る
が
、
免

五
月
十
六
日
水
戸
市
自
治
会

舘
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
茨
城
県

市
長
会
に
お
き
ま
し
て
安
村
市

長
は
県
市
長
会
の
副
会
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

な
お
市
長
は
先
日
高
萩
中

（
鈴
木
茂
乃
夫
校
長
）
へ
「
研

究
資
料
に
」
と
エ
ル
モ
十
六
ミ

リ
ト
ー
キ
ー
映
写
機
一
台
（
十

七
万
五
千
円
）
を
寄
っ
て
中
学

生
に
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
て
お
り

ま
す
。

身
体
障
害
者
又
は
寡
婦
の
場
合

は
、
こ
の
金
額
に
二
万
五
千
円

が
加
え
ら
れ
ま
す
。
又
前
年
度

に
お
い
て
五
千
円
以
上
の
医
療

費
を
支
出
し
て
い
る
場
合
や
、

固
定
資
産
を
所
有
し
て
い
る
場

合
も
考
慮
さ
れ
ま
す
の
で
く
わ

し
く
は
、
市
役
所
国
民
年
金
係

へ
ご
相
談
下
さ
い
。

円
以
下
の
方

◇
四
人
世
帯
の
場
合
は
十
三
万

円
以
下
の
方

◇
五
人
世
帯
で
前
年
の
所
得
の

合
計
額
が
十
四
万
五
千
円
以

下
の
方

以
上
の
よ
う
な
基
準
に
該
当

さ
れ
る
方
交
の
場
合
は
免
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
、
し
か
し
、

県
市
長
会
の

副
会
長
に

安
村
市
長
就
任
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警
察
庁
で
は
、
道
除
標
識
を
動
車
以
外
の
自
動
車
通
行
止
め
高
さ
制
限
⑳
最
大
幅
⑮
最
高
速

次
の
よ
う
に
改
正
、
五
月
一
⑤
大
型
乗
用
自
動
車
以
外
の
大
度
⑳
最
低
速
度
⑳
目
動
車
専
用

日
か
ら
使
っ
て
お
り
ま
す
。
な
型
自
動
傷
、
大
型
特
殊
自
動
車
⑳
一
方
通
行
⑳
車
両
通
行
区
分

お
い
ま
ま
で
の
当
分
使
わ
れ
ま
通
行
止
め
⑥
大
型
乗
用
自
動
車
⑳
警
笛
鴫
せ
⑳
除
行
⑫
一
時
停

す
。
通
行
止
め
⑦
二
輪
の
自
動
車
、
止
⑳
歩
行
者
横
断
禁
止
⑭
歩
行

↑
」
の
標
識
は
能
率
的
な
車
の
原
動
機
付
自
転
車
通
行
止
め
⑧
者
通
行
止
め
⑮
軌
道
敷
内
通
行

流
れ
を
考
え
て
た
い
へ
ん
見
や
自
転
車
以
外
の
軽
車
両
通
行
止
可
⑳
駐
車
場
、
駐
車
可
⑳
停
車

す
い
標
識
に
な
っ
て
お
り
ま
す
め
⑨
自
転
車
通
行
止
め
⑩
車
両
可
⑱
⑳
横
断
歩
道
⑳
安
全
地
帯

『
写
真
説
明
』
（
組
合
せ
）
通
行
止
め
⑪
⑫
⑬
⑪
工
事
中
⑫
ま
わ
り
道

①
通
行
止
め
②
車
両
通
行
止
め
⑭
⑮
指
定
方
向
外
進
行
禁
止
⑯

③
車
両
進
入
禁
止
④
二
輪
の
自
車
両
右
横
断
禁
止
⑰
転
回
禁
止

蟻
ゞ
簿
・
霧
癖
ゞ
熱
。
趣

の

鐙
、
轡
“
鋳
》
“
“
亀

韓
騨

⑳

灘
“
韓
。
韓
由
ゞ
甲
韓

⑦

零
々
零
．
阿

鐸
”
⑳
“
？
⑤
ゞ

⑩

⑱
“
命
“
②
燕
ゞ
圏
。
回

⑬

鑑
癖
”
囿
、
公
“
企

癖

⑱

懲
磯
・
園
園

騨
”
・
歯

９
－

０
－

I I

口
I

口 巾
1

口
｛

！ I
⑬
追
越
し
禁
止
⑲
駐
停

車
禁
止
⑳
駐
車
禁
止
、

駐
車
余
地
駐
車
時
間
制

限
⑳
危
険
物
積
載
車
両

通
行
止
哩
重
量
制
限
⑳

国
民
健
康
保
険
課
で
は
保
健

施
備
活
動
と
し
て
、
母
性
の
保

謹
と
健
全
な
育
児
の
発
育
の
た

め
に
医
師
の
検
診
と
医
療
講
話

を
実
施
し
ま
す
。

又
育
児
に
つ
い
て
も
医
師
、

助
産
婦
、
保
健
婦
栄
養
士
等
と

の
指
導
相
談
を
し
ま
し
て
大
切

な
母
親
と
し
て
の
責
務
を
果
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
次
の
よ
う

な
日
時
に
よ
り
境
診
と
相
談
を

』さい
、一I 事業所調査にご協力下、

雪
、
」
■
Ｐ
ｌ
Ｌ
■
籾
’
八
、
画
‐
』
■
ｌ
Ｌ
■
ｑ
Ｌ
、
、
、
‐
Ｌ
■
‐
Ｌ
■
罫
災
、
ふ
Ｉ
■
■

妊
婦
検
診
と
育
児
相
談

今
年
の
七
月
一

日
現
在
で
全
国
い

つ
せ
に
行
れ
ま
す

事
業
所
調
査
の
概

略
を
ご
説
明
い
た

し
ま
し
て
各
事
業

所
の
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。

、
調
査
の
ね
ら
い

今
年
七
月
一
日

に
実
施
さ
れ
る
調

査
は
矛
七
回
目
に

あ
た
る
の
で
す
が

そ
の
目
的
を
ひ
と

口
で
い
え
ば
、
農

林
水
産
業
や
公
務

を
除
く
国
中
の
あ

ら
ゆ
る
事
業
所
を

調
べ
て
、
そ
の
分

布
や
活
動
の
状
態

を
調
査
す
る
こ
と

で
す
。

、
事
業
所
と
は

工
場
、
鉱
山
、
銀

■
ｑ
Ｉ
い
ふ
、
ご
■
『
０
，
■
河
‐
《
入
、
■
ｑ
ｌ
ｄ
ｇ
‐
‐
八
ふ
０
■
ｑ
ｊ
■
銅
、
ｑ
ふ
為
、

行
、
会
社
、
事
務
所
、
商
店

な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
駅
、
発
電

所
、
変
電
所
、
学
校
、
病
院
、

神
社
、
寺
院
、
旅
館
、
料
理
店

浴
場
、
映
画
舘
な
ど
い
す
れ
も

事
業
所
で
一
口
で
い
え
ば
「
事

業
の
行
わ
れ
て
い
る
一
定
の
場

所
」
を
い
い
ま
す
。

、
調
査
事
項
は
．
：
…

事
業
所
の
名
称
、
所
在
地
、

経
営
組
織
、
従
業
者
数
、
産
業

な
ど
事
業
所
の
属
性
を
示
す
基

本
的
事
項
に
限
ら
れ
て
お
り
ま

ず
。

象
な
さ
ん
の
事
業
所
へ
は
調

査
員
が
七
月
一
日
か
ら
五
日
ご

ろ
ま
で
に
直
接
お
た
づ
ね
し
ま

す
か
ら
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

＠
な
お
妬
年
度
に
行
わ
れ
ま
し

た
当
市
内
の
事
業
所
数
は
九
三

八
で
す
。
こ
こ
に
仇
い
て
お
り

ま
す
従
業
者
は
七
、
二
四
八
名

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

行
い
ま
す
か
ら
妊
婦
の
方
均
は

（
届
な
い
方
を
含
む
）
是
非
と

も
出
席
な
さ
る
よ
う
係
で
は
望

ん
で
お
り
ま
す
。

記

◇
六
月
二
十
五
日
午
後
一
時
か

ら
四
時
ま
で
、
下
手
綱
公
民

舘
◇
六
月
二
十
八
日
午
後
一
時
か

ら
四
時
ま
で
山
手
公
民
舘

１
日
高
萩
Ⅱ
平
間
電
車
開
通

２
日
磐
南
常
北
四
市
議
員
親

善
野
球
大
会
（
高
萩
グ

ラ
ン
ド
）

７
日
横
川
橋
の
竣
工
式

川
日
時
の
記
念
日

ｎ
日
社
会
福
祉
協
議
会
総
会

（
大
会
議
室
に
て
）

賜
日
議
会
各
部
委
員
会

型
日
〃

面
日
定
例
市
議
会
開
会

郵
日
遺
族
会
婦
人
部
結
成
大

会
（
大
会
議
室
）

那
日
全
国
学
力
テ
ス
ト
小
中

”
日
〃

鋤
日
高
萩
地
区
保
健
施
設
連

絡
協
議
会
（
大
会
議
室
）

測
日
市
県
民
税
才
一
期
分
納

限

▽
雨
の
日
の
交
通
安
全
（
六
月

中
）

う
つ
と
お
し
い
梅
雨
期
に
は

い
る
と
、
道
路
環
境
が
悪
化
し

て
見
通
し
の
悪
さ
や
、
滑
り
や

す
さ
な
ど
歩
行
者
に
も
車
に
も

悪
条
件
が
重
な
っ
て
き
ま
す
の

で
、
車
の
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
注

意
、
歩
行
者
は
右
側
通
行
を
必

ず
守
っ
て
下
さ
い
。

・
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

”
日
腸
バ
ラ
公
会
堂

東
小

別
日
〃
松
岡
、
秋
山

”
日
〃
公
会
堂

東
小

器
日
〃
松
岡
地
区

秋
山
地
区

凸
弓
三
■
Ⅱ
。
■
８
日
国
里
呂
旧
■
■
・
■
且
弓
ご
■
二
画
・
■
■
■
■
■
画
Ｈ
戸
・
』
匡
醇
■
■

六
月
の
行
事
メ
モ

－362－


